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Strix9:43-54（1990）

ノビタキの生態と保護に関する一考察

飯田知彦’・田中晋２

はじめに

ノビタキＳ江工jcojator9uataは，日本では主に北海道と本州中部以北で繁殖し，北海道

では草原で普通にみられる種であるが，本州では多数生息する所は少ない．そして本州で

は繁殖地である高原などの開発・荒廃により，近年減少傾向にある種である（日本野鳥の

会1978)．今回，その生態について繁殖を中心に継続して調査観察を行なったので，その

結果の一部を報告する．主に，ノビタキの雄と雌の渡来時期の差についてと巣づくりの時

の雌雄の役割，調査結果より考えられる保護策についてである．

調査地および調査方法

調査を行なった場所は，広島県の北西部，島根県との県境に近い俵原牧場という牧場で

ある（図１)．牧場は面積約50ha，おおむね500×1000ｍの長方形とみてよく，中央をほぼ

東西に県道が横切っており，それに直角に小川（幅約５ｍ）が交わっている．牧場全体で

はほとんど高低差はないものの，県道と小川の交差するあたりが最も低く，地形図による

と標高677ｍとなっている．植生は，牧場内がイネ科牧草の繁茂する草丈40～60ｃｍの草地

で，牧場周辺は明るい雑木林である．そして小川から伸びる浅い溝が道と平行に走ってい

るところや，道端など牧場の端で傾斜が急になったところは，イネ科の雑草が生えており，

そこには低木がまばらに生えている．

調査は，1989年４月６日から５月29日まで数日おきに行なった．一応の定点を定め，主

にそこから行動を観察したが，かなりの頻度で県道を歩いての観察も行なった．観察には，

８倍および12倍の双眼鏡，２０倍の望遠鏡をもちい，定点周辺になわばりを構えた雄にはア

ルミニウム製の標識リングをつけ，他個体から識別した．なわばりの調査には連続的な追

跡・記録に単発的な観察を加え，タイムマッピングも併用した．記録は5000分の１の地図

に行なった．各個体がそれぞれ隣接する雄に対し優位な立場にある地域を，その個体のな

わばりとした．

調査結果

４月６日．この牧場で今年はじめてノビタキの姿を確認した．雄で，この個体以外には

牧場内でノビタキの姿はみられなかった．牧場内を流れる小川くりのヨシにとまり，採食
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図１．調査地．

Ｆｉｇ．１．Ｍａｐｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａ．

行動を行ない，動作は緩慢でさえずる様子はなく，全体的にひっそりとし，渡り途中といっ

た風であった．なお，この雄は胸の燈色に赤味が強く，卵形でくっきりとしており，腹の

白色との境がきわめて明瞭なのが印象的な個体であった．ただし，４月５日以前の観察は

行なっていないので，この日が雄の初渡来日とはいえない．

４月13日．個体数が増加し，少なくとも４羽は確認したが，いずれも雄であった．どの

個体もきわめて活動的で，さかんにさえずり，追いかけあった．なわばりの形成時であっ

たと思われる．なわばりの位置および範囲はすでにおおむね決まっている感じで，まだ流

動的であるものの，各個体はそれぞれ場所を占有しており，それをさらに確かなものにし

ようと躍起になっているようであった．各個体の占有しているなわばりの位置関係は図２

のとおりである．区別のため各なわばりの雄にはＡ～Ｄの呼称をつけた．以後，定点から

最も近い所になわばりを構えたＡ雄を中心に観察を続けた．Ａ雄は，なわばりの西端で他

の雄Ｂ・Ｃとのなわばりの境界である川くりのヨシにとまってさかんにさえずり，自分の

優位な立場にある区域から他の雄を排除しようとする占有行動もさかんに行なっていた．

さえずっているＡ～Ｄ各個体の特徴を子細に観察するが，いずれも胸の橿色と腹の白色の

境界のあまりはっきりしない個体で，４月６日の雄ではないようであった．４月６日のこ

の牧場での初認の雄はいずこかに飛び去り，その後この牧場に渡来しなわばりを形成した

のがＡ～Ｄのようである．

この日，Ｄのなわばり内の道端や川くりなど，ノビタキが営巣しそうな環境の場所に雑

草を焼くための火が入れられた直後のようであった．本来草丈10～30ｃｍのイネ科植物が

生い茂り，ノビタキの営巣にはうってつけの場所であった所が，灰のうっすらと積もった
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図２．なわばりの変化．線で囲まれた範囲は各雄の優位な地域を示す．

Ｆｉｇ．２．Changesinthedistributionofterritories、Rangesurroundedbylineindicatesｔｈｅ

ａｒｅａｗｈｅｒｅｅａｃｈｍａｌｅｈａｓｔｈｅｄｏｍｉnance．

黒い地表に変わっていた．Ｄ雄はそれでも路上の電線でさかんにさえずっていた．

４月15日．１３日とほぼ同様な状況であった．ノビタキは雄のみで，さかんにさえずった．

13日，１５日，翌16日は，繁殖ステージを通し最もさえずりのさかんな時であった．夜明け

からたそがれまでさえずりを行ない，さえずりの内容もきわめて変化に富んだものであっ

た．この日，Ｄ雄がいなくなっているのが認められた．１３日にさかんにさえずっていた電

線の上にも一度も姿をみせなかった．牧草地わきの火入れが影響したようである．

定点の一番近くになわばりを構えたＡ雄を捕穫し，烏体各部の測定を行なった後，標識

用メタルリングをつけ放鳥した．彼らの足は黒いため，アルミ製のメタルリングは遠方か

らでもよく目立ち，十分使用に堪えうるものであった．なお，このＡ雄のさえずりは13日

にＡのなわばりにいた雄のものと同一であり，同一個体であるのは確かである．

４月16日．Ａ雄は夜明けと同時になわばりの西端の小川くりのヨシでさかんにさえずり，

他の雄も同様であった．この日も雌は認められなかった．

４月22日．Ｃのなわばりの牧場わきと小川くり，ＢのなわばりとＣのなわばりの境界の

道路わきなど，彼らの営巣に適した環境の所にも，火入れが行なわれていた．Ｃ雄の姿が
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みえなかった．Ｄ雄と同様，火入れのために営巣に適した環境を失いなわばりとしての価

値を失ったため，またこの牧場で繁殖可能な場所はすでにＡ・Ｂ両雄に占有されているた

め入りこむ余地がなく，新しい場所を求めてどこかへ去ったようである．

この日，はじめて雌の姿を確認した．正午過ぎ，Ｂのなわばり近くの牛舎わきの草のわ

ずかばかり生えた斜面で，のんびりと採食行動を行なうのを観察した．この他に雌の姿は

確認されず，さらにこの雌に対しなんらかの反応をする雄の姿もみられず，まったくの単

独であった．しかし夕刻，定点近くでＡ雄と行動をともにするのが観察された．日中，Ａ

雄は単独で行動しており，雌は最初いた牛舎から一番近いＢのなわばりを飛び越えてＡの

なわばりに入り，Ａ雄をっがいの相手として選んだということであろう．

４月23日．早朝よりＡ雄・雌，行動をともにした．たがいに数ｍの距離を置き，つかず

離れず行動した．

１０時から10時40分の間，雌が巣づくり行動を行なう．雌は路上に下りては砂利の間から

イネ科の枯れ草を拾い上げ，それを道路わき斜面の高さ20ｃｍほどのイネ科植物がまばら

に生えている場所に運びこんだ．しかし，まだ営巣場所は決定しておらず適地を探してい

る最中のようで，ほとんど毎回のように巣材を運びこむ場所が異なった．しかし，やがて

ある場所に集中して巣材を運びこむのがみられるようになった．

雌の巣づくりの間，雄は自ら巣材を運ぶことはなく，巣づくりにはまったく加わろうと

しなかった．営巣場所を探しつつ，雌は何か所かに巣材の運搬を行なったが，雄は常に雌

が巣材を運びこむ場所の上にとまりさえずり続け，雌も雄がさえずっている下に巣材を運

びこむ傾向がみられた．雄のさえずっている場所は雌が巣材を運びこむ位置とともに移動

したが，最終的に雌がある場所に集中して巣材を運びこむようになると，雄もその場所で

さえずり続けた．

４月29日．ノビタキの姿は，Ａ雄とそのつがいの雌しかみられなくなってしまった．Ｂ

雄の姿はみられなかったが，翌30日早朝にはＢなわばり内でさえずっていた．

Ａ雄・雌，前回同様常に一緒に行動していた．巣が完成している可能性があったが，悪

影響を恐れて探さなかった．

この日，牧場の所有者に依頼し，Ａのなわばりの牧場わきなどの火入れを延期してもらっ

た．もし火入れが行なわれたならば，すでに完成しているであろう巣は燃えてしまうし，

営巣場所を失ったことでＡのなわばりも他のなわばりと同様になり立つことができず，こ

の牧場からノビタキの姿が消えてしまう可能性があったからである．

４月30日．早朝，Ｂのなわばりの奥のほうの山際あたりで，Ｂ雄がさえずるのが聞こえ

た．Ａ雄もＡのなわばりでさえずっている．Ａ雄はＢがいないためか勢力を拡大しはじめ，

以前はＢ雄のなわばりであった牛舎あたりにも，雌とともにさかんに進出するようになっ

た．また，この日はさえずりが単調になっていた．早朝でも同様であった．また，午前は

10時ごろまで，午後は16時以降でないとめったになわばりに姿を現さないようになった．

日中はほとんどみられなかった．そして雌雄は常に行動をともにしていた．

５月14日．Ｂ雄が姿を消した．一方，Ａのなわばりでは巣卵を発見した．巣は４月23日

に最終的に巣材を運んでいた場所である．道路わきの高さ２ｍほどの急斜面で，高さ20～

30ｃｍくらいのイネ科の植物が生えており，巣はその草の根元のくぼみにあった．卵数は

５個で，雌は観察者が巣に近づくと巣を離れ，数分後に周囲をうかがいながら巣に帰って
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来た．しかしこれ以外には姿をほとんどみせないほどひっそりと行動しており，これまで

雄とともによく現れていた場所にも現れなくなった．雄も同様で，繁殖ステージが抱卵に

進んだのと，競争相手であるＢ雄もいなくなったためかまったくさえずらなくなり，しか

も日中はまったく姿をみせなくなった．早朝と夕方のほんの一時，牧場のへりで採食を行

なうのみである．雄は現れた時，雌は抱卵中であるから単独で行動し，そして他のすべて

のなわばりが消滅したためか，牧場の牛舎あたりまでもその行動圏を拡大し，巣からはる

かに離れた牛舎近くの道路沿いにまでよく現れるようになった．

５月28日．巣内には卵もヒナもいなかった．巣卵の発見から14日，ノビタキのヒナがふ

化から巣立ちまでに要する日数は12～13日であるので，巣立ってしまったと考えられなく

もない．しかし，産座が少しも汚れていなくて，ヒナのフンも落ちていない．また，もし

ヒナが巣立ったのなら産座にヒナが成長するさいにむけ落ちているはずの羽鞘がひとつも

見当たらなかったので，巣は何者かに襲われたようであった．翌日まで親鳥の行動を観察

してみたが，抱卵期に入るまでと同様に雌雄で行動をともにし，ほとんど一定の場所を離

れず採食行動を行なうのみであった．捕えた餌もすぐにその場で自分が食べてしまい，翌
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図３．広島県で繁殖期にノビタキが確認された場所．観察された年，環境については，表１を参照．

Ｆｉｇ．３．TheplaceswherethebreedingoftheStonechatwasobservedinHiroshimaPrefec‐

ture・SeeTablelfortheobservationdatesandtheenvironments．



88年以後，繁殖していた場

所が急に荒れる

29日まで観察してみたが，一度もヒナヘの給餌行動らしきものは観察されなかった．

考察

広島県において，過去繁殖期にノビタキが観察された場所は５か所ほどあるが（表１)，

そのうちはっきりと巣および卵・ヒナの発見にまで至ったのは，今回の場合を含め３か所

である（日本野鳥の会広島県支部１９８２．１９８３．１９８４°１９８５．１９８７．１９８８および筆者の観察

による)．うち２か所は牧場で，１か所は牧場わきのスキー場であった．巣卵・ヒナの発

見にまで至らなかった残り２か所は，ダムのかたわらの小さな草地と若い伐採地であった

が，ダムのかたわらのつがいは６月上旬に観察者に対し猛烈に警戒声を発し続け，時期的

にも行動的にも繁殖していたものと思われる．伐採地のつがいは，７月上旬に巣づくり行

動を行なうのを観察した．

わが国の繁殖地域の南限にあたり，北海道や本州中部のような広大な草原や湿地のない

中国山地では，ノビタキはこうしたわずかな草地を足がかりに繁殖し，中国山地への進出，

つまり分布の拡大をはかっているといえる．そして，まだその過程のようで，毎年連続し

て繁殖している場所はないようである．

表１．広島県で繁殖期にノビタキが観察された場所とその環境．

TableLTheplacesandenvironmentswherethebreedingofStonechatwasobservedin

HiroshimaPrefecture．

2．伴蔵原

観察された年

＊印は確実な

繁殖確認

環境 備考地 名

環境の変化はないが，観察

はこの２年のみ

標高667ｍの牧場 環境は安定している

（今回の調査地）

1．俵原牧場 1984

1988

1989＊

＊

＊

駆
鯛
別
師
肌
妬

、
ソ
、
砂
ｎ
ワ
ｎ
河
ｎ
す
、
郡
一

利
上
１
上
利
上
利
且
１
上
利
且

4８

標高800ｍ

牧場とスキー場

4．樽床貯水池

標高700ｍの牧場

1985

３．毛無山牧場

観察は１年だけ標高750ｍ

ダムの堰堤わきの0.5ｈａ

ほどの草地．周辺は山

5．庄原市田の平 １年のみの可能性大

今後は荒れてしまうものと

思われる

標高350ｍ

１．５haほどの若い伐採地

1989
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１．雄と雌の渡来時期の差

観察期間中，４月６日にはじめて雄１羽を確認した．そして７日後の４月13日には，牧

場内で雄４羽を確認，２日後の４月15日にも４雄を確認したが，雌は４月22日になっては

じめて確認することができた．数日おきの調査であったので，正確に雌が雄より何日遅れ

て渡来したのかは確認できなかったが，少なくとも雄より１０日は遅れて渡来したことは確

かである．

小鳥類の多くの種は，雌にさきがけ雄が繁殖地に到着し，なわばりを形成し，後から到

着した雌がそのなわばりに入り，繁殖に至ることが確認されている．わが国でこのことに

ついてふれた最近の例では，オオヨシキリとコヨシキリがこのタイプであることを示して

いる研究がある（香川1989)．今回の調査結果からは，ノビタキもこのタイプに含まれる

と判断できる．しかし一方で，ノビタキの雄と雌は，繁殖地にほぼ同時期に到着するとい

う観察例もある（安西1989)．それによると，北海道のウトナイ湖の観察例では，アオジ，

モズらの雄が先に到着する種に対し，ノビタキ，コムクドリらは雌雄ほとんど同時期に到

着するという．何年もその傾向は変わらないという．コムクドリに関しては，新潟県でも

雌雄同時期に渡来するという観察例があり（小池1988)，広島県でも今回の調査地を含め

今後の調査が必要であるが，広島県と異なり北海道では雌雄同時に渡来するということは，

北海道の地理や気候的な影響や，緯度が高くなるにしたがい，雄の到着，なわばり形成の

スピードに雌の到着が追いついてしまうなどいろいろ考えられる．雄と雌の到着日の間隔

の長短のデータをさまざまな地域でとっていくことにより，解明が可能かもしれない．今

後の調査が必要であろう．

２．営巣場所とその決定についての雄・雌の行動

雌が巣づくりを行なう間，雄は巣材を運ぶことはなく，巣づくりにはまったく加わろう

としなかった．営巣場所を探しつつ，雌は何か所かに巣材を運びこんだが，雄は常に雌が

巣材を運びこむ場所の上にとまりさえずり続け，雌も雄のさえずっている下に巣材を運び

こむ傾向がみられ，雄のさえずっている場所は雌の巣材を運びこむ位置とともに移動した．

そして最終的に雌がある場所に集中して巣材を運びこむようになると，雄はその場所でさ

えずり続けた．このことから，巣づくりの時の雄のさえずりは，目印となり雌を呼び寄せ，

雌に巣材を運びこむ場所を確定させる意味があるものと思われる．つまり，巣づくりの時

の雄のさえずりは雌の巣材運びの目印であり，営巣場所の決定は雌が行ない，場所決定後

は巣材運びの雌に雄がさえずりながら従っているといえる．

３．なわばりの成立，消滅と火入れ

今回のノビタキの営巣場所は，道路わきの高さ２ｍほどの急斜面で，高さ20～30ｃｍほ

どのイネ科植物がまばらに生えた所であった．ある種がその繁殖地で繁殖を行なうには，

その種のもつ歴史性，生物地理，種間関係など多くの要素が関係しているが，この営巣場

所の環境のみをみると，ホオジロ類の営巣環境と大差はなく，ノビタキが高原にもう少し

多く生息繁殖していてもよいと思われた．表１でノビタキが繁殖期に観察された場所をみ

ると，一般にいわれている標高も低くは350ｍからはじまっており，草原の面積も0.5haの

ものもあり，また草原以外に伐採地のものもあり，ノビタキは繁殖場所にある程度柔軟性

のある種であるといえる．つまりノビタキは，標高や広さなどにおいてよりよい繁殖場所

を求めてはいるが，基本的にはある程度それらの条件を満たしてさえいれば，開けた草地
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があれば繁殖可能なように思われる．

しかし，表１のように，広島県にはノビタキが連続して繁殖している場所はない．原因

の１つとして，植生の遷移や人間の社会活動による環境の悪化など，繁殖環境の不安定な

ことが考えられる．その中で，牧場は比較的安定した繁殖地であるといえる．

観察中この牧場には一時的にせよ最大４羽のノビタキの雄がとどまり，どの雄もさかん

にさえずり占有行動を行なっていたが，最終的には１つのなわばりしか残らなかった．つ

まりこの牧場では，はじめ４つのなわばりが成立可能な条件を備えていたのだが，最終的

には１つのなわばりしか成り立たない条件となり，残り３つのなわばりの雄は，繁殖条件

に適した場所を求めて，どこかに立ち去らざるを得なくなったということである．これに

は牧場の火入れが大きく影響しているものと思われる．観察期間中，牧場の牧草地のわき

や斜面など，ノビタキが営巣地として利用可能な場所が，草が繁茂しやぶになるのを防ぐ

ために次々と火が入れられた．そして火が入れられたなわばりの順に雄は姿を消し，その

なわばりは消失した（図２)．なわばりＡの雄も，火入れが中止されなければ，他の雄と

同様この牧場を去り，本年度この牧場でのノビタキの繁殖はなかったものと思われる．広

島県で過去繁殖期にノビタキが生息していながら繁殖が確認されなかった例は多いが，そ

のうちのいくつかはこうした原因によるものと思われる．

ノビタキが日本に渡来する理由は他の夏烏と同様繁殖のためで，なわばり内に営巣場所

があるかどうかが，なわばりの形成，存続，消滅に関する重要な要素であると考えられ，

またなわばりＡとＢの観察例から，雌を獲得（誘引）する大切な要素のひとつでもあると

考えられる．そしてその雌の獲得が，雄をいっそうその場所にとどまらせる一因となるよ

うに思われた．

４．とまり場の設置

Johnson（1971）は，Jerseyでの研究で，ノビタキがなわばりとして使用しうる条件と

して，なわばり内にとまり場となる高さ1.5ｍ以上の草や樹木が必要であるという結論に

至った．日本でノビタキの生息する草原を研究した例でも，同様の結論に至っている（遠

藤・平野1983)．これはこれらの「とまり場」から地上に飛び下り餌を捕えるというノビ

タキの採食方法から説明されるのだが，この「とまり場」の視点からみると，観察を行なっ

た牧場はノビタキの繁殖地として，ぎりぎりの線で条件を満たしているように思われる．

すなわち，牧草地周辺のとまり場として使用しうるものは，低木や丈の高い枯れ草などで

あったが，それぞれの間にかなりの距離があり孤立しているということである．Ａのなわ

ばりでは，個々 のとまり場は近いもので50ｍ，遠いものでは100ｍ以上も離れており，車

の通過などで道路わきの低木から飛び立ったノビタキは，次のとまり場までかなりの距離

を飛んで逃げなければならない状態であった．これは，栃木県で報告された約25ｍ×25ｍ

の範囲に高さ1.3～３ｍのとまり場が，少ない所で２～３本，多い所では10～12本という

好条件の所とは大きくかけ離れているといわざるを得ない．しかもこの牧場のとまり場は，

ほとんどが高さ１ｍ前後の低いものばかりであった．

そこで，試みに高さ2.5ｍの鉄製の棒をなわばり内のとまり場のなかった場所に突き立

ててみると，ノビタキはすぐにこの新しいとまり場を利用し，採食行動を行なった．
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保護対策

営巣地から考えると，ノビタキは標高や面積などの条件をある程度満たした開けた草地

であれば，基本的には繁殖可能なように思われる．そうすると，なぜ本州ではノビタキは

減少しつつあるといわれ（日本野鳥の会1978)，またこの中国山地では毎年連続して繁殖

するという確実な進出定着を果たせないのであろうか．どこへでも巣がかけられるといっ

ても，やはり牧場わきの林縁部の下ばえは適さないし，営巣地として成り立つためには狭

くとも一定の面積は必要であろう．これらを考慮すると，ノビタキがもっと牧場に進出し

ない理由は，人間の営みと切り離して考えることはできないものと思われる．彼らの牧場

への進出をはばんでいるもの，それはやはり牧場の管理による営巣場所の欠如であると思

われる．一般に牧場の中心部には牧草が生い茂り牛が放たれているが，その牧草地の周辺

は適度に草が生え，ノビタキの営巣場所として適した状態であることが多い．しかし同時

にそこは火入れや草刈りなど，道に面していることが多いせいもあり，かなり積極的に管

理されていることが多いのもまた事実である．

以上のような結果から，ノビタキの保護対策として次のようなことが考えられる．従来

の繁殖地を保護することはもちろんであるが，それ以外に，繁殖が可能な環境を増加させ

てやることが必要であると思われる．つまり，営巣地がありノビタキが繁殖可能であると

みられるが繁殖を行なっていない牧場では，牧場の所有者の承諾を得て，営巣しうる環境

を中心に高さ1.5ｍ以上の棒を打ちこみとまり場を増やすことで，その場所をよりノビタ

キの理想的な繁殖地の条件に近づけ，ノビタキが進出しやすくなると思われる．つまり，

平面のみの牧場に，積極的に垂直構造をもたせるのである．そのさい，牧場の経営に支障

をきたさぬように注意すべきである．また，棒は金属製であれば耐久・耐火性にも優れ，

後述の火入れに対しても強いものと思われる．今回観察地となった牧場は，棚のない場所

がほとんどであったので特に効果的であったが，棚のある牧場でも，斜面などとまり場が

ない場所や営巣が可能な場所などでとまり場を増やしてやれば，ノビタキにとってその牧

場の生息可能な範囲はさらに拡大するものと思われる．

また，とまり場はあっても今回の牧場のように例年人為的に営巣環境が失われ，ノビタ

キが定着しにくい牧場では，牧場の所有者との話し合いにより営巣地への火入れや草刈り

の時期を繁殖期とずらしてもらうことにより，かなりの効果をあげることができるものと

思われる．今回の観察でも牧場側の好意による火入れの延期がなければ，ノビタキのなわ

ばりはすべて消滅し，この牧場での繁殖はなかった可能性が大きい．

ただ，この場合注意しなければならないのは，火入れもしくは草刈りの時期である．こ

うした草の管理を行なう時期は牧場では特に定めていないことが多いようであるが，草の

管理は牧場の周囲がやぶになってしまうのを防ぐためであるので，牧場側としてはできれ

ば毎年行ないたいものである．またノビタキの営巣環境としても草の密集した場所よりも

ややまばらな草地のほうが適しているものと思われ，その意味でも火入れなどを行なわな

ければ，牧場の周囲も数年でノビタキの繁殖地としては適さなくなるであろう．そのため，

ノビタキのためにも草の管理は必要である．そして草の管理の時期は，その草地でのノビ

タキや他の小鳥類が繁殖を終え，昆虫も逃げる能力の身についた夏の終りごろがよいもの

と思われる．このころ一度草を刈っておけば，翌年ノビタキの到着するころには，ちょう

ど営巣地として適した草の状態に回復しているものと思われる．ただし，地方により適し
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た時期は異なると思われるので，その地方に合った草の管理の時期を探っていく必要があ

ろう．草の管理の時期がどうしても繁殖期と重なってしまう場合などでは，ブロックごと

での管理も考えられる．つまり，牧場の中で営巣に適した環境の場所を１か所残し，あと

は火入れなどを行なうという方法である．この方法はノビタキに，繁殖場所を限定，確定

させるということにもなる．そして年ごとにこの営巣場所を移動させるようにすれば，草

の密集化も防ぐことができ，きわめて効率的な営巣場所確保を兼ねた牧場管理の手段であ

るといえる．

以上のように，人工的な環境である牧場も，とまり場，営巣場所，この２点の確保で十

分ノビタキの繁殖場所として利用しうると思われる．この２点を確保することにより，従

来ノビタキの生息していた牧場は，よりいっそうノビタキの生息に適した環境になり，牧

場が受け入れることのできるノビタキの数も増加する可能性があるし，またノビタキの生

息は確認されていなかったがもともと条件のよかった牧場では，ノビタキが進出可能にな

るであろう．まず今回観察した牧場のように，ノビタキが進出しつつあり，かつ毎年繁殖

していない牧場を，毎年確実にノビタキの繁殖する牧場にすることからはじめるべきでは

ないかと思われる．ノビタキが減少しつつあり，その原因が繁殖地の開発・観光地化など

と深くかかわっているならば，環境的に安定している牧場を繁殖地として彼らに与えてや

ることにより，繁殖を手助けしてやることは可能と思われる．

また，観察中，ノビタキのなわばり内にホオアカも現れ，この方法でノビタキに繁殖地

を与えてやるということは，ホオアカやホオジロなど，草原の烏全般に繁殖地を与え，保

護することになることもうかがえた．こうした手段の応用は，他の多くの種類に活用可能

なようである．これからは，繁殖地の保護のみではなく，こうしたわずかな管理により繁

殖可能な範囲を広げてやることも必要であると思われる．
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要約

1.1989年４月上旬から５月下旬にかけ，広島県の北西部の牧場で，ノビタキの繁殖生態について調

査を行なった．

２．４月６日の調査開始日に雄の姿を確認した．雌は雄の渡来より10日以上後にはじめて姿を現した．

雄は雌より少なくとも10日以上前に渡来したことになるが，北海道では雌雄ほとんど同時に渡来す

るという観察例もあり，今後の調査を要する．

３．渡来直後の数日間，雄は終日さえずり，そしてさえずりの内容もきわめて変化に富んだものであっ

たが，なわばりが確定し，他の雄の飛去による近隣のなわばりの消滅などのあとは，早朝しかさえ

ずらなくなった．そして雌を獲得し抱卵期に入った雄はほとんどさえずらなくなり，さえずりも単

調になった．そして牧場から他のなわばりがすべて消滅してしまうと，まったくさえずらなくなっ

た．
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４．巣づくりは雌のみが行なったが，そのさい，雄は営巣場所を探す雌について移動し，常に雌が巣

材を運びこむ場所でさかんにさえずった．そして雌も雄のさえずる場所の近くに巣材を運びこむ傾

向がみられた．このことから，巣づくりの時の雄のさえずりは，目印となり雌を呼び寄せ，雌に巣

材を運びこむ場所を確定させる意味があるものと思われる．巣づくりの時の雄のさえずりは，雌の

巣材運びの目印であり，営巣場所の決定は雌が行ない，場所決定後は巣材運びの雌に雄がさえずり

ながらしたがっているといえる．

５．調査を行なった牧場には，はじめ４つのなわばりがあったが，牧場管理のための火入れでなわば

り内の営巣環境を失う順にそのなわばりの雄がいなくなり，３つのなわばりが消滅した．最後ま

で残ったのは，筆者らが牧場のもち主に依頼し火入れを延期してもらい，なわばり内に営巣環境の

残ったなわばりのみであった．このことから，なわばりとして成り立つためには，なわばり内に，

従来からいわれていたとまり場以外にも，営巣環境が必要であるといえる．

6．保護策として，とまり場と営巣場所の確保による牧場の繁殖地化が考えられる．とまり場は高さ

1.5ｍ以上になるように棒を打ちこんでやることにより，また営巣場所は牧場の草の管理を牧場の

もち主と提携することにより得られる．そのさい牧場管理に支障を来たさぬよう注意すべきである．

この２点を確保することにより，従来より生息していた牧場はより適地となり，それ以外では進

出が可能になるものと思われる．こうして牧場に垂直柵造と営巣場所をもたせ環境に変化をもたせ

ることは，ほかの草原性の種も保護することになる．これからは，繁殖地の保護のみではなく，こ

うしたわずかな管理により，繁殖可能な範囲を広げてやることも必要であると思われる．
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AstudyontheecologyandprotectionofStoneChatsS上zjcjcojatoF9uata

Tomohikolida1＆ShinTanaka2

1．WeinvestigatedthebreedingecologyoftheStonechatatapastureinthenorthwestern

partofHiroshimaPrefecture，fromthebeginninｇｏｆＡｐｒｉｌｔｏｗａｒｄｔｈｅｅｎｄｏｆＭａｙｉｎ

ｌ９８9.

2．Ｔｈｅｍａｌｅｗａｓｓｅｅｎｏｎ６Ａｐｒｉｌ，thedaywebeganobservationofthisspecies・Thefemale

appearedforthefirsttiｍｅｌＯｄａｙｓｌａｔｅｒｔｈａｎｔｈｅｍａｌｅｄｉｄ・However，ｔｈｅｒｅｗａｓａｃａｓｅ

ｔｈａｔｂｏｔｈｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅａｒｒｉｖｅｄｉｎＨｏｋｋａｉｄｏａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ・Moreinvestigations

areneeded、

3.Ｔｈｅｍａｌｅｓａｎｇａｌｌｄａｙｆｏｒｓｅｖｅｒａｌｄａｙsjustafterarrival，andthesongshadsome

varieties・But，afterhisterritorywassecured，ｈｅｓａｎｇｏｎｌｙｅａｒｌｙｉｎｔｈｅｍｏｒｎｉｎｇ．Ｏｎｃｅ

ｔｈｅｍａｌｅｗａｓｍａｔｅｄａｎｄｈａｄａｎｅｓｔwitheggs，ｈｅsangonlyrarelyandmonotonously・

Afterotherbirdsterritoriesvanished，ｈｅｄｉｄｎｏｔｓｉｎｇａｔａｌ1.

4．Nest-buildingwasdonebyonlythefｅｍａｌｅＴｈｅｍａｌｅｆｏｌｌｏｗｅｄｔｈｅｆｅｍａｌｅｌookingfor

thenesting-placeandsaｎｇｌｏｕｄｌｙａｔｔｈｅｐｌａｃｅｗｈｅｒｅｔｈｅｆｅｍａlebroughtthenesting‐

materials・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，ｔｈｅｆｅｍａｌｅｗａｓｌｉｋｅｌｙｔｏｂｒｉｎｇｔｈｅｍａterialsclosetothe

placewherethemalewassinging・Ｔｈｅｆａｃｔｔｅｌｌｕｓｔｈａｔｔｈｅｓｏｎｇｂｙｔｈｅｍaleatnest‐

buildingｔｉｍｅｉｓｔｈｅｓｉｇｎｔｏｃａｌｌｕｐｔｈｅｆｅｍａｌｅ・Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅ，ｔｈｅｆｅｍａｌｅｃａｍｅｔｏ

ｄｅｃｉｄｅｔｈｅｐｌａｃｅｗheresheshouldbringthenesting-materials、Ｗｅｃａｎｓａｙｔｈａｔｔｈｅｓｏｎｇ

ｂｙｔｈｅｍａｌｅａｔnest-buildingtimeisalandmarkandthechoiceofthenesting-placeis

ｍａｄｅｂｙｔｈｅｆｅｍａｌｅ，Ｔｈｅｍａｌｅｓａｎｇａｎｄｆｏｌｌｏｗｅｄｔｈｅｆｅｍａｌewhichbroughtinthe

nesting-materials、

5．Therewere4territoriesatfirstinthepasturewhereweinvestigated・Ｂｕｔｔｈｅｏｗｎｅｒｏｆ

ｔｈｅｐａｓｔｕｒｅｂｕｒｎｅｄｔｈegrassforitspreservation，Inresponsetothegrass-burning，the

malesoftheterritoriesflewawayandtheterritoriesvanished・Ｓｏ，ｗｅａｓｋｅｄｔｈｅｏｗｎｅｒ

ｏｆｔｈｅｐａｓｔｕｒｅｔｏｐutoffthegrass-burning,someterritorieswithnestingenvironmentleft

unburnedinthepasture､TheStonechatneedsnestingenvironmentaswellasperch-post

inordertosetupitsterritories、

6．Fortheprotection，ｗｅｎｅｅｄｔｏｃｈａｎｇｅｔｈｅｐａｓｔｕｒｅｔｏｔｈｅｂreedingplacebysecuringboth

theperch-postandthenestingplace､Ａｌｌｗｅｃａｎｄｏｉｓｔｏｄｒｉｖｅａｐｉｌｅｔｏｂｅｏｖｅｒ1.5mtall

asaperch-postandcoopｅｒｅｔｅｗｉｔｈｔｈｅｏｗｎｅｒｏｆｔｈｅｐａｓｔｕｒｅｉnregardtorangemanage‐

menttothenestingplace、Ａｔｔｈａｔｔｉｍｅｗｅｓｈｏｕｌｄｔａｋｅｃａｒｅｎｏｔｔomaketroublewiththe

owner・Bysecuringthesetwopoints，thepasturewheretheStonechatscomeandbreed

becomebetterlandsforthebirds，ａｎｄｔｈｅｙｗｉｌｌｂｅａｂｌｅｔｏｃｏｍｅｔｏｍｏｒｅｐｌａces、Wecan

givebothheight-diversityandnesting-placetothepasture，ａｎｄthus，canimprovethe

environment、Ａｎｄｔｈｅｒｅｓｕｌｔｉｓｔｈａｔｗｅｃａｎａｌｓｏｐｒｏtectothersimilarspeciesaroundthe

grassland・

Weneednotonlyprotectbreedingplacesbutalsoexpandtheplacesforeasybreeding

throughalittleeffortlikethese、

１．２－１９－２６－３２８Funakoshiminami，Aki，Hiroshima-shi，Hiroshima７３６

２．１３３０－２Nishihirabara，Masuda-shi,Ｓｈｉｍａｎｅ６９９－３５


